
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

会員の皆様におかれましては、ご清祥のこととお慶び

申し上げます。 

初めから厳しい現実のお話をいたします。平成 27 年

度の収入は、前年度からの繰越金 2,270,675 円と維持費

等の合計 3,007,633 円。それに対して支出は 2,053,343

円。その為、平成 28 年度への繰越金は 954,290 円です。 

ここ数年、同窓会への新規会員確保が難しく減少傾向

であること、さらに、維持費納入率の低下（昨年度は

2,972 名の支部会員の中での納入者は 732 名、25％）等

で収入が少なくなっていることと共に、支出が増大した

ことが運営を難しいものにしております。 

特に支出では、一昨年まで「大先輩のご厚意により、

役員会と総会会場を無料で使用させていただいた日本

青年館」が 2020 年に開催されるオリンピック・パラリ

ンピックに向けて改築するために利用できなくなった

事が、大きく影響しています。新会場になったホテルメ

トロポリタンエドモントは会場費と設備費で 40 万円ほ

ど掛かりました。しかしこの支出は、世間的には想定内

で、今までがあまりに恵まれていたと言わざるを得ませ

ん。 

昨年度の総会費用は 1 人当たり 11,080 円でした。会

費は 6,000 円でしたので、同窓会からの持ち出しは 1人

当たり 5,080 円でした。そこで、本年度は郵送代や印刷

代を除いた会場費に関しては会費の6,000円で収まるよ

う、大幅な経費削減を計りました。具体的には、今まで

ビールや珈琲、紅茶を提供しておりましたが、お茶のみ

とする等の工夫をいたしました。更に会場費の削減がで

きるように模索し、平成 29 年度はアルカディア市ヶ谷

(私学会館)で 5 月 14 日(日)に開催することにいたしま

した。 

収入面では、維持費の納入率アップを会報や幹事の皆

様のお力を借りてよびかけていきます。平成 28 年度総

会において「賛助会費」が新設承認されました。80 歳以 
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上の大先輩たちからの「賛助会費」は、心苦しいところ

ではありますが、どうぞ、ご支援のお気持ちをお寄せく

ださいませ。 

また、維持費の金額については、平成 28 年度総会に

おいて「1,000 円という金額は 30 年以上前から変わらな

い金額なので値上げも止むを得ない」との意見を多数い

ただきました。今後は、2,000 円への値上げも視野に入

れて検討させていただきます。 

会員拡大も大きな課題です。6月に 15 年振りに新名簿

が発刊されました。本部からデータをいただきましたの

で、DM による会員拡大を図ると共に、現在の同窓会に対

する意識調査を行い、時代のニーズに合致した組織運営

を、と考えております。 

実を申し上げますと、私自身が同窓会の活動について

は「無関心」な会員で、副支部長を引受ける昨年度まで

総会等に参加しておりませんでした。現役で働いている

と、平日開催の同窓会総会への参加は余程の事が無いと

できません。ましてや、支部長（役員含め）を引き受け

活動の先頭に立つことは、現役世代には厳しい話です。 

会員数を増やすのが困難な状態であると同様に、役員

の選出も難しい状況の中で、本年度は、現役世代が役員

を引受けても重荷にならない運営方法を模索していま

す。総会・幹事会の内容を再検討し、年間 10 回程度行

っている役員会の回数や書類 

の分量を、少しでも減らす方 

向で知恵を絞っています。 

このような現状を踏まえ、 

本年度は思い切った方向転換 

をするつもりでおります。 

なにとぞ、同窓生の皆様の 

ご理解とご支援を賜りますよ 

う、心からお願いする次第で 

ございます。 
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同窓会は大きな方向転換の時期を迎えています 

東京支部長 濱田真由美 
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事
故
原
因
は
未
解
明
。
こ
の
間
、
汚

染
水
は
垂
れ
流
し
。
ま
た
、
福
井
地

裁
や
大
津
地
裁
で
運
転
停
止
の
判

決
が
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本

は
原
発
再
稼
働
へ
と
走
っ
て
い
ま

す
。
地
震
学
者
が
「
想
定
を
超
え
る

危
険
な
事
態
」
と
し
た
熊
本
地
震
に

対
し
て
も
、
活
断
層
の
延
長
線
上
に

あ
る
川
内
原
発
や
伊
方
原
発
の
停

止
を
し
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
ベ
ト
ナ

ム
や
イ
ン
ド
、
ト
ル
コ
へ
の
原
発
輸

出
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

フ
ク
シ
マ
を
教
訓
に
ア
メ
リ
カ

は
こ
の
間
に
７
つ
の
原
発
を
停
止

さ
せ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
は
２
０
２
２

年
ま
で
に
全
原
発
の
停
止
を
決
め

ま
し
た
。
日
本
は
人
体
へ
の
耐
容
量

は
１
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
が
限
界
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
ま
で
安
全
だ
と
し
て
20
倍
の

汚
染
域
に
福
島
の
被
災
者
を
帰
還

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

○
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
大
量
虐
殺
） 

現
代
は
無
人
攻
撃
機
時
代
。
ア
フ

ガ
ン
や
イ
ラ
ク
爆
撃
は
、
ア
ラ
ス
カ

や
ネ
ヴ
ァ
ダ
の
空
軍
指
揮
部
に
出

勤
す
る
職
員
の
手
で
、
ゲ
ー
ム
の
よ

う
に
画
面
で
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。 

 

日
本
の
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
が

安
全
保
障
と
な
る
、
と
い
う
考
え
は

危
険
で
、
米
軍
と
共
に
敵
視
さ
れ
た

ら
５４
基
の
原
発
が
テ
ロ
の
目
標
に 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     
 

 

    

な
り
得
る
の
で
す
。 

○
沖
縄
か
ら
の
出
撃 

本
土
復
帰
４４
年
。
沖
縄
は
未
だ
占
領

下
に
等
し
く
、
今
日
、
沖
縄
は
ア
ラ

ブ
世
界
な
ど
へ
の
米
軍
の
出
撃
拠
点

と
化
し
て
い
ま
す
。 

我
々
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
、
放

射
能
汚
染
、
戦
争
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
時
代
に
生
き
て
い
る
の
で

す
。 

 

中
村
梧
郎
氏
に
ご
講
演
い
た
だ

き
、
私
た
ち
は
平
和
と
安
全
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
生
き
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
、
と
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

  

（
松
澤
由
美
子
） 

 

「フ
レ
ー
ム
を
通
し
て
語
り
か
け
る
も
の
」  

 

講
師 

中
村
梧
郎 

氏 
 

(

岡
谷
市
出
身 

諏
訪
清
陵
高
校
卒
業) 

 
 

 

平成 28 年度総会講演 

全
滅
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
Ｔ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
は

発
が
ん
物
質
で
強
い
催
奇
形
性
も

あ
っ
て
子
供
た
ち
の
先
天
障
害
を

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。 

ベ
ト
ち
ゃ
ん
、
ド
ク
ち
ゃ
ん
と
は

生
後
10
カ
月
の
こ
ろ
出
会
い
ま
し

た
。
お
腹
で
つ
な
が
っ
て
い
て
も
神

経
系
、
血
液
型
も
別
で
切
り
離
し
手

術
に
成
功
。
ド
ク
は
数
年
前
に
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
ベ
ト
は
片
足
1

本
で
す
が
結
婚
し
て
男
の
子
と
女

の
子
の
双
子
の
お
父
さ
ん
で
す
。
病

院
事
務
を
し
て
い
ま
す
が
、賃
金
が

安
い
た
め
夕
方
5
時
か
ら
も
う
一

つ
の
仕
事
を
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
枯
葉
剤
を
散
布
し
て
そ
れ
を

浴
び
た
ア
メ
リ
カ
兵
、
海
外
派
兵
の

韓
国
兵
に
も
症
状
が
顕
在
化
し
て

い
ま
す
。
枯
葉
剤
を
浴
び
た
人
だ
け

で
な
く
そ
の
人
た
ち
か
ら
生
ま
れ

て
き
た
子
供
た
ち
ま
で
、
40
年
以

上
も
の
間
苦
し
み
は
続
い
て
い
る

の
で
す
。 

戦
争
は
人
為
的
な
も
の
な
の
で

防
ご
う
と
思
え
ば
防
げ
る
が
災
害

は
防
ぎ
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害

が
起
こ
っ
た
あ
と
の
ケ
ア
を
ど
う

す
る
か
が
大
切
、と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。 

○
福
島
原
発
事
故
（
２
０
１
１
年
） 

３
・
１
１
か
ら
5
年
経
っ
た
が

事
故
原
因
は
未
解
明
。
汚
染
水
垂
れ

流 

 

   

講
演
会
で
は
、
生
と
死
が
背
中
合

わ
せ
の
命
が
け
の
状
況
の
中
で
撮

影
さ
れ
た
貴
重
な
写
真
を
拝
見
し

な
が
ら
、
様
々
な
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 ○
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
（
１
９
６
０
年
～

１
９
７
５
年
） 

米
軍
機
に
よ
る
爆
撃
の
下
で
取

材
を
行
い
、
タ
コ
ツ
ボ(

防
空
壕)

で
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
ア
メ
リ
カ

人
は
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
を
虫
け
ら

の
よ
う
に
扱
い
、
何
百
万
人
も
の
人

が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
爆
撃
を
受

け
洋
服
を
焼
か
れ
火
傷
を
負
い
な

が
ら
逃
げ
る
少
女
。
彼
女
は
カ
ナ
ダ

人
と
結
婚
し
て
、
現
在
カ
ナ
ダ
の
平

和
親
善
大
使
と
し
て
平
和
を
訴
え

て
い
ま
す
。 

○
枯
葉
作
戦
（
１
９
６
１
年
～
１
９

７
１
年
）
の
傷
跡
を
追
う
。 

戦
争
終
結
か
ら
今
年
で
41
年
。

ベ
ト
ナ
ム
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
加

え
て
エ
コ
サ
イ
ド
（
環
境
の
絶
滅
）

の
実
験
場
と
さ
れ
ま
し
た
。 

枯
葉
剤
で
熱
帯
雨
林
と
農
地
が 

   
 

【
中
村
梧
郎
氏
の
紹
介
】 

１
９
７
０
年
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

を
取
材
。
１
９
７
５
年
以
降
は
写
真

の
記
録
を
通
し
て
枯
葉
剤
問
題
を

検
証
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
は
１
９
７

５
年
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議

Ｊ
Ｃ
Ｊ
奨
励
賞
を
始
め
と
し
、
た
く

さ
ん
の
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
『
新

版
・
母
は
枯
葉
剤
を
浴
び
た
』
『
写

真
で
何
が
で
き
る
か
』
な
ど
の
多
く

の
著
書
が
あ
る
。
２
０
１
０
年
か
ら

は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
戦
争
証
跡
博
物

館
で
中
村
氏
の
作
品
が
常
設
展
示
、

２
０
１
５
年
に
は
茅
野
市
美
術
館

で
「
中
村
梧
郎
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

前
・
岐
阜
大
学
教
授
。 

  

    



傘寿を迎えられますます若々しい皆様 
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「母
校
の
思
い
出 

そ
し
て
俳
優
人
生
の
選
択
」 

講
師 

高
山
猛
久 

氏 
(

諏
訪
二
葉
高
校
卒
業)

 
 

 
平
成
27

年
度
拡
大
幹
事
会
特
別
講
演 

 
 

 
 

 
 

諏
訪
二
葉
高
校
で

は
、
こ
の
春
、
男
子

104
名
女
子
137
名
の

新
入
生
を
迎
え
、
総

生
徒
数
は
男
子

291

名
女
子

427

名
総
計

718

名
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
卒
業
生

達
は
国
公
立
大
学
を

始
め
と
し
た
進
学
、

就
職
等
そ
れ
ぞ
れ
の 

未
来
へ
羽
ば
た
き
ま
し
た
。 

 
 
 

現
役
の
二
葉
生
も
各
方
面
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。 

平
成
27
年
11
月
1
日
に
行
わ

れ
た
全
国
高
校
駅
伝
長
野
県
大
会

で
は
、
男
子
が
6
位
入
賞
。
女
子

は
2
位
と
健
闘
し
北
信
越
大
会
へ

と
進
み
、
１０
位
と
な
り
ま
し
た
。 

平
成

28
年

2
月

26
日
か
ら

28

日
に
開
か
れ
た
第

6
回
全
国
高
校

選
抜
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
で

は
、
2
年
生
原
田
佳
祐
さ
ん
が
男
子

３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
、
堀
あ
か
り
さ

ん
が
女
子
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
と
女

子
マ
ス
ス
タ
ー
ト
に
出
場
し
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。 

平
成
28
年
4
月
の
熊
本
地
震

に
際
し
て
、
諏
訪
二
葉
・
諏
訪
清

陵
・
諏
訪
実
業
高
校
の
生
徒
会
役

員
が
JR
上
諏
訪
駅
前
で
募
金
活
動

を
行
い
、
校
内
で
募
っ
た
額
と
合

わ
せ
て
25
万
円
余
り
を
日
本
赤
十

字
社
に
託
し
ま
し
た
。 

母
校
は
明
治
４１

年
の
設
立
以

来
、
平
成
２９
年
に
創
立
百
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。 

  

 

今
回
、
ご
自
身
初
の
講
演
が
、
俳

優
デ
ビ
ュ
ー
１０
周
年
の
節
目
の
年

に
母
校
の
同
窓
会
東
京
支
部
の
幹
事

会
、
と
い
う
こ
と
で
諏
訪
二
葉
高
校

と
の
繋
が
り
を
痛
感
な
さ
っ
た
そ
う

で
す
。 

今
も
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
や
ご

縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
ご
活
躍
の
場

を
広
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今

年
公
開
さ
れ
た
諏
訪
地
域
発
信
の
映

画
第
一
弾
「
タ
ロ
ッ
ト
探
偵 

ボ
ブ

西
田
」
の
主
演
・
製
作
に
も
携
わ
り
、

諏
訪
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
な
さ

っ
て
い
る
姿
勢
は
、
諏
訪
の
自
然
や

景
色
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
映
像

か
ら
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

華
や
か
な
印
象
と
、
丁
寧
な
お
話

し
ぶ
り
か
ら
伺
え
る
誠
実
な
お
人
柄

で
、
大
変
楽
し
く
あ
っ
と
い
う
間
の

90
分
間
で
し
た
。 

 

（
藤
森
ゆ
り
子
） 

 

 

 

 

    
 

【
高
山
猛
久
氏
の
紹
介
】 

高
山
氏
は
諏
訪
二
葉
高
校
の
５０
回

生
。
お
母
様
も
諏
訪
二
葉
高
校
ご
卒

業
の
１０
回
生
。 

  

平
成
27
年
11
月
の
拡
大
幹
事
会

で
の
講
演
会
に
は
、
諏
訪
市
生
ま
れ

で
諏
訪
市
育
ち
の
俳
優
高
山
猛
久

氏
を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。 

体
が
弱
く
病
院
で
過
ご
す
時
間

も
多
く
内
向
的
な
幼
少
期
で
し
た

が
、
小
学
校
に
上
が
る
と
そ
の
性
格

も
一
転
、
や
ん
ち
ゃ
な
小
中
学
校
時

代
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

自
由
な
校
風
の
諏
訪
二
葉
高
校

で
は
、
学
業
よ
り
も
部
活
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
と
バ
ン
ド
活
動
。
そ
し

て
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
打
ち
込
ん
で
い

た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
演
劇
の
勉

強
の
為
に
と
ア
メ
リ
カ
留
学
な
さ

っ
た
時
の
苦
い
思
い
出
等
、
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

帰
国
後
の
舞
台
・
映
画
・
テ
レ
ビ

で
共
演
さ
れ
た
大
物
俳
優
の
方
々

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
大
変
新
鮮
で
、

楽
し
く
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

  

    

母校だより 

～二葉生たちの今～ 

     

5
月
17
日
（
火
）
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
に
お
い

て
、
東
京
支
部
総
会
を
総
勢
144
名

の
出
席
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
母
校
小
池
良
彦
校

長
先
生
、
本
部
よ
り
竹
花
光
子
同
窓

会
長
、
桜
田
智
子
、
小
林
佐
江
、
小

林
真
里
枝
各
副
会
長
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

総
会
は
、
浜
副
支
部
長(

27
年

度)

の
司
会
に
よ
り
開
会
、
校
歌
斉

唱
に
引
き
続
き
、
27
年
度
の
物
故

者
の
皆
様
に
謹
ん
で
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。
議
事
に
先
立
ち
、
石
上
支

部
長(

27
年
度)

よ
り
「
今
後
同
窓

会
を
若
い
世
代
に
繋
げ
て
い
く
た

め
、
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

ご
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
、
ご
来

賓
の
小
池
校
長
先
生
と
竹
花
同
窓

会
長
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。 

 

議
長
に
山
口
睦
美
さ
ん(

24
回

生)

が
選
任
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
事

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
運
営
内
規
改

正
に
よ
り
「
80
歳
以
上
の
維
持
費

は
賛
助
会
費
と
し
、
納
入
は
任
意
と

す
る
」
と
の
項
目
が
加
え
ら
れ
ま
し

た
。 

 

午
後
の
第
2
部
講
演
会
は
岡
谷

市
出
身
で
諏
訪
清
陵
高
校
卒
業
の

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
中
村
梧

郎
氏
を
お
招
き
し
て
、「
フ
レ
ー
ム 

平
成
28
年
度 

総 

会 

報 

告 

東
京
支
部
副
支
部
長 

五
味
の
り
ほ 

を
通
し
て
語
り
か
け
る
も
の
」
と

題
し
て
写
真
映
像
を
交
え
、
戦
争

の
悲
惨
さ
と
現
代
社
会
が
抱
え
る

問
題
点
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

第
3
部
の
茶
話
会
で
は
、
高
女

34
回
生
の
矢
崎
花
子
様
、
高
女
36

回
生
の
青
木
武
子
様
か
ら
同
窓
会

の
思
い
出
を
お
話
し
い
た
だ
き
、

高
校
7
回
生
17
名
の
皆
様
の
傘

寿(

80
歳)

を
お
祝
い
し
て
、
花
束

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
7
回
生
を
代

表
し
て
北
山
敬
子
様
よ
り
「
こ
れ

か
ら
も
同
窓
会
を
支
援
し
て
い
き

た
い
」
と
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

同
期
会
の
た
め
に
ご
用
意
さ
れ
て

い
た
お
金
が
、
東
京
支
部
へ
の
寄

付
金
と
し
て
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
全
員
で
「
白
き
翼
」
を

歌
い
、
閉
会
し
ま
し
た
。
総
会
が

滞
り
な
く
進
行
出
来
ま
し
た
こ
と

を
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 



任
に
あ
っ 

た
私
の
気 

持
ち
は
複 

雑
な
も
の 

が
あ
り
、 

短
期
大
学 

部
の
五
四 
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私
は
高
校
七
回
生
で
す
。
諏
訪
二

葉
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
千
葉
県
市

川
市
に
あ
る
和
洋
女
子
大
学
家
政

学
部
生
活
学
科
を
卒
業
致
し
ま
し

た
。
都
立
高
校
の
非
常
勤
講
師
、
大

手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
直
営
給
食
部

の
栄
養
士
を
経
て
、
母
校
の
家
政
学

部
に
助
手
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。 

 

和
洋
女
子
大
学
は
平
成
二
九
年

に
百
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
私
は

昭
和
三
八
年
か
ら
平
成
一
九
年
七

十
歳
の
定
年
退
職
ま
で
、
四
四
年
間

栄
養
士
養
成
教
育
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
平
成
十
年
に
行
わ
れ
た
学

内
組
織
の
改
革
で
、
短
期
大
学
部
食

物
栄
養
科
の
学
科
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
社
会
の
景
気
低
迷

に
逆
ら
え
ず
平
成
十
四
年
に
短
期

大
学
部
廃
止
が
決
ま
り
、
短
期
大
学

部
の
四
八
〇
名
の
枠
は
大
学
に
吸

収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
時
、
短
期
大
学
部
の
部
長
の 

 

     
○
紙
面
の
都
合
で
一
部
文
章
を
割
愛 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

■
齋
藤
三
千
代
様 

 

梅
雨
の
季
節
を
迎
え
「
ガ
ク
ア
ジ

サ
イ
」
が
し
っ
と
り
濡
れ
、
風
に
ゆ

れ
て
い
ま
す
。 

 

総
会
で
は
皆
様
方
の
心
遣
い
や

心
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂

戴
し
、
感
激
の
一
日
で
し
た
。 

 

高
校
時
代
の
思
い
出
は
数
多
く

で
す
が
・
・
・
授
業
時
間
を
自
分
で

選
択
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
り
教

室
を
移
動
し
て
の
授
業
で
し
た
。
教

科
の
度
に
仲
間
が
変
わ
り
「
コ
ン
ニ

チ
ハ
」「
次
は
何
処
」
等
と
云
っ
て
、

多
く
の
仲
間
を
作
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
れ
が
高
校
七
回
生
の
仲

間
意
識
が
強
い
一
つ
の
理
由
か
と

思
い
ま
す
。
年
を
重
ね
て
見
る
夢
に

そ
の
授
業
が
現
れ
「
え
っ
！
次
は
何

処
の
教
室
だ
っ
た
の
か
し
ら
？
」
と

慌
て
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

女
性
だ
け
で
の
世
界
、
懐
か
し
い

日
々
で
し
た
。 

 
   

■
井
川
ひ
ろ
子
様 

八
十
歳
を
迎
え
る
記
念
の
年
の

同
窓
会
に
17
名
の
同
級
生
と
参
加

し
て
お
祝
い
し
て
い
た
だ
き
、
花
束

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
て
感
激
し

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

私
達
が
入
学
し
た
の
は
昭
和
27

年
、
戦
後
七
年
目
で
日
本
が
ま
だ
貧

し
い
頃
で
二
葉
高
校
へ
の
入
学
は

ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
か
っ
た
。
み
ん

な
同
じ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

卒
業
し
て
60
余
年
、回
を
重
ね
今

年
で
公
の
学
年
会
は
終
了
し
ま
し

た
が
、
小
さ
な
集
ま
り
は
続
く
こ
と

と
思
い
ま
す
。こ
の
60
年
の
世
の
中

や
生
活
の
様
変
わ
り
は
激
し
く
、
年

齢
差
の
あ
る
人
々
と
の
交
流
は
と

て
も
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会

は
も
し
か
し
て
そ
の
キ
ー
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
。 

 

が
ん
ば
っ
て
会
を
盛
り
上
げ
て

下
さ
る
よ
う
心
か
ら
応
援
し
て
い

ま
す
。 

何
回
も
足
を
運
ば
れ
大
学
の
雰
囲

気
を
観
察
さ
れ
、
ま
た
直
接
言
葉
を

交
わ
し
て
学
生
の
気
質
な
ど
を
肌

で
感
じ
取
り
、
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
こ
こ
ま
で
や
っ
て
下
さ
る
の
か

と
頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。
空
を

仰
ぎ
風
に
泳
ぐ
若
い
女
性
の
姿
を

連
想
さ
せ
る
、
高
さ
二
・
五
メ
ー
ト

ル
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
『
風
の
詩
』

と
命
名
さ
れ
、
本
学
教
授
の
書
道
家

に
よ
る
『
短
期
大
学
部
こ
こ
に
あ
り

き
』
と
い
う
銘
板
を
添
え
て
、
東
西

南
北
の
四
つ
の
校
舎
か
ら
眺
め
ら

れ
る
中
庭
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
一
七
年
五
月
の
除
幕
式
に

は
井
上
先
生
ご
夫
妻
を
は
じ
め
同

期
の
方
、
七
回
生
の
友
人
た
ち
が
多

く
出
席
し
て
下
さ
り
、
諏
訪
二
葉
高

校
と
の
絆
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

井
上
先
生
は
平
成
二
二
年
九
月

に
亡
く
な
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
二
葉
高
校
の
大
先
輩
に
助
け
ら

れ
て
短
期
大
学
部
最
後
の
学
部
長

と
し
て
熱
き
思
い
を
在
学
生
、
卒
業

生
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

    

年
間
の
歴
史
の
幕
引
き
を
ど
の
よ

う
に
伝
え
た
ら
良
い
の
か
、
大
学
の

発
展
に
果
た
し
て
き
た
功
績
を
末

長
く
伝
え
て
い
く
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
の
か
、
日
々
頭
か
ら
離
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。 

そ
ん
な
時
、
諏
訪
二
葉
高
校
同
窓

会
東
京
支
部
総
会
で
光
を
頂
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
高
校
三
回
生
の
抽
象

彫
刻
家
井
上
玲
子
先
生
の
「
『
揺
籃
』

の
誕
生 

か
た
と
こ
こ
ろ
」
と
題
し

た
講
演
会
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
映

像
に
映
し
出
さ
れ
た
『
揺
籃
』
の
姿

と
井
上
先
生
の
作
品
に
対
す
る
意

気
込
み
を
知
り
、
「
こ
れ
だ
」
と
心

に
感
じ
る
物
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演

の
後
、
会
場
で
七
回
生
の
北
山
敬
子

さ
ん
に
お
願
い
を
し
て
、
井
上
先
生

に
お
引
き
合
わ
せ
頂
き
お
話
を
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

大
学
で
は
幕
引
き
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
公
募
し
て
い
ま
し
た
が
、
幸
い

に
も
私
が
提
案
し
た
井
上
先
生
に

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
依
頼
す
る
案
に

決
ま
り
ま
し
た
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は

約
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し

ま
し
た
。
制
作
に
着
手
す
る
ま
で
、

井
上
先
生
は
特
撮
カ
メ
ラ
マ
ン
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
主
人
と
二
人
で

何
回
と
な
く
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に 

     

～
輝
く
同
窓
生
①
～ 

同 

窓 

生 

の 

絆 
 
 
 
 
 
 

    

高
校
七
回
生 

小
林
幸
子 

高
校
七
回
生
か
ら
の
お
手
紙 

 

総
会
終
了
後
、
卒
寿
の
皆
様
か 

ら
温
か
い
お
手
紙
を
い
た
だ
き 

ま
し
た
。 

⁂
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
⁂ 

・
七
回
生
白
樺
会
様
か
ら 

 

…
五
万
円 

 

・
七
回
生
有
志
の
方
か
ら 

 

…
二
十
万
円 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ご
厚
意
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 
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二
葉
高
校
在
学
中
、
１７
歳
で
漫
画

家
デ
ビ
ュ
ー
し
て
そ
れ
っ
き
り
。
ず

っ
と
漫
画
を
描
い
て
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
今
は
東
京
暮
ら
し
で
、
今
４６

歳
な
の
で
も
う
す
ぐ
３０
年
。
あ
れ
？ 

若
い
つ
も
り
が
、
け
っ
こ
う
や
っ
て

る
な
あ
…
…(

笑) 

そ
ん
な
先
日
、
な
ん
だ
か
「
背
景
」

の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
ご
近
所
マ

マ
さ
ん
と
新
宿
の
伊
勢
丹
で
バ
ッ

タ
リ
偶
然
会
っ
た
時
。
い
つ
も
と
ぜ

ん
ぜ
ん
違
う
背
景
が
お
か
し
く
て

お
互
い
笑
い
合
い
っ
こ
し
て
し
ま

い
、
ハ
ッ
と
「
人
っ
て
絶
対
い
つ
も

背
景
が
あ
る
な
あ
」
と
気
づ
い
た
の

で
し
た
。
い
つ
も
は
近
所
の
道
バ

タ
、
ス
ー
パ
ー
、
今
年
一
年
生
に
な

っ
た
ム
ス
メ
の
小
学
校
下
駄
箱
前
、

電
信
柱
前
、
パ
ン
屋
さ
ん
の
前
…
…

な
ど
な
ど
が
背
景
で
す
。
写
真
館
み

た
い
な
真
っ
白
い
布
の
前
で
会
う

わ
け
な
い
も
ん
ね
え
、
背
景
っ
て
結

構
大
事
だ
な
あ
…
…
と
。 

後
ろ
を
振
り
返
る
と
ご
先
祖
様

…
…
じ
ゃ
な
く
て
、
背
景
が
あ
る
。 

 

■
久
保
田
繁
子
様 

 

同
窓
会
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
数
え
き
れ
な
い
思
い
出
が
わ
い

て
来
ま
す
。
同
窓
会
東
京
支
部
で
は

平
成
元
年
役
員
、
支
部
長
青
木
武
子

様(

高
女
36
回)

と
共
に
記
録
係(

高

校
７
回)

を
三
人
で
務
め
、『
東
京
支

部
の
あ
ゆ
み
』
第
一
号
発
行
の
仕
事

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
月

の
同
窓
会
で
青
木
様
に
お
会
い
出

来
お
祝
い
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

感
激
致
し
ま
し
た
。 

 

高
校
一
年
の
部
活
は
バ
レ
ー
部
、

二
年
の
時
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
会
、

三
年
の
時
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
を

設
立
し
卒
業
し
ま
し
た
。
二
葉
が
男

女
共
学
に
な
り
昭
和
六
十
二
年
八

月
十
七
日
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
白
羽

会
」
同
窓
会
に
、
第
一
回
卒
業
者
と

し
て
招
待
さ
れ
母
校
新
体
育
館
で
、

先
生
を
含
め
四
十
五
人
が
参
加
、
在

校
生
男
子
部
員
と
試
合
、
そ
の
後
の

体
育
館
で
の
親
睦
会
は
、
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
で
す
。 

 

■
小
平
ミ
キ
子
様 

支
部
総
会
で
は
私
た
ち
七
回
生

の
同
窓
会
卒
業
に
当
り
、
濱
田
支
部

長
さ
ん
お
手
作
り
の
心
の
こ
も
っ

た
花
束
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

思
い
か
え
せ
ば
、
最
後
の
三
年
間
幹

事
と
し
て
同
窓
会
に
関
わ
ら
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
間
以
前
に
は
な

か
っ
た
拡
大
幹
事
会
で
、
各
界
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
の
お
話
を
聴
く

事
が
出
来
て
、
幹
事
を
し
た
甲
斐
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
財
政
上

の
面
で
拡
大
幹
事
会
は
な
く
な
る

と
の
事
で
し
た
が
、
そ
の
分
総
会
を

充
実
さ
せ
て
、
先
細
り
の
会
員
拡
充

に
向
け
て
活
躍
さ
れ
る
事
を
希
望

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

■
藤
森
博
子
様 

役
員
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
お

心
遣
い
の
込
め
ら
れ
た
素
敵
な
花

束
、
嬉
し
く
あ
り
が
た
く
頂
戴
致
し

ま
し
た
。
六
十
数
年
前
、
私
共
が
在

校
し
て
い
た
頃
の
二
葉
の
標
語
の

ひ
と
つ
に
「
あ
り
が
た
さ
を
思
え
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

あ
の
二
葉
ヶ
丘
を
心
の
ふ
る
里

と
す
る
東
京
支
部
の
存
在
を
改
め

て
あ
り
が
た
く
思
っ
た
一
日
で
し

た
。 あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

景
の
人
間
、
「
う
し
ろ
の
そ
の
他
大

勢
」
の
人
を
「
モ
ブ
」
と
呼
ぶ
の
で

す
が
、
ま
じ
め
で
、
で
も
ふ
ざ
け
て

て
、
や
る
と
き
は
や
っ
て
、
勉
強
し

て
、
運
動
し
て
、
な
ん
だ
か
一
生
懸

命
な
「
モ
ブ
」
が
、
わ
た
し
の
う
し

ろ
に
は
い
た
の
で
し
た
。
同
級
生
を

「
背
景
」「
モ
ブ
」
っ
て
い
う
と
『
う

ん
と
』
失
礼
だ
け
ど
、
と
て
も
よ
い

「
背
景
」
「
モ
ブ
」
で
、
わ
た
し
は

そ
の
オ
ー
ラ
み
た
い
な
モ
ノ
を
浴

び
て
、
時
々
は
吸
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。 

わ
た
し
は
つ
ら
れ
や
す
い
性
質

で
、
背
景
が
悪
い
と
自
分
も
悪
く
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る
こ
と
に
恥

ず
か
し
な
が
ら
自
信
が
あ
り
ま
す
。

よ
い
「
背
景
」
の
中
に
い
た
な
あ
、

わ
た
し
「
背
景
」
に
恵
ま
れ
て
い
た

な
あ
、
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
…
…
な
ん

て
事
を
考
え
て
た
最
近
で
し
た
。 

と
い
う
わ
け
で
、
さ
て
、
ま
ず
、

本
棚
を
片
付
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

    

ご
先
祖
様
も
あ
り
が
た
い
け
れ
ど
、

ま
あ
、
背
景
は
ソ
フ
ァ
ー
の
柄
だ
っ

た
り
、
き
の
う
手
入
れ
し
た
庭
だ
っ

た
り
、
シ
ン
ク
に
お
皿
が
た
ま
っ
て

い
る
台
所
か
も
し
れ
な
い
。
今
の
わ

た
し
は
？
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
整

理
さ
れ
て
い
な
い
本
棚(

お
菓
子
や

ら
お
茶
パ
ッ
ク
や
ら
も
の
せ
て
い

る)

で
し
た
。
う
っ
、
こ
れ
が
わ
た

し
の
背
景
か
あ
…
…
少
し
は
片
付

け
な
い
と
な
あ
…
…
。 

漫
画
で
も
背
景
を
描
き
ま
す
。
調

べ
て
描
い
た
り
、
思
い
出
し
て
描
い

た
り
。
登
場
人
物
が
ど
ん
な
人
間

か
、
一
目
で
説
明
で
き
る
漫
画
っ
て

便
利
。
ふ
と
、
こ
こ
で
、
わ
た
し
は

「
背
景
」
に
恵
ま
れ
て
い
た
な
あ
、

と
思
っ
た
の
で
し
た
。
特
に
上
京

前
。
ま
わ
り
は
山
や
ら
川
や
ら
。
八

ヶ
岳
の
麓
か
ら
上
諏
訪
の
二
葉
高

校
に
通
う
通
学
路
、
大
根
坂
、
二
葉

の
古
い
校
舎
、
変
わ
っ
た
形
の
丸
窓

(

美
術
室
に
行
く
途
中
の
階
段
の
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
や
つ)

、
気
の
い
い

同
級
生
…
… 

 

そ
う
そ
う
、
漫
画
で
主
人
公
の
背 

   

～
輝
く
同
窓
生
②
～ 

 

振
り
返
る
と
・
・
・ 

 
 
 
 
 
 
 

高
校
四
十
回
生 

伊
藤
理
佐 

ツイッター＆フェイスブック 

「諏訪二葉高校同窓会 

東京支部」 

ご活用ください。 

「長野県諏訪二葉高等学校」 

公式ホームページ 
http://www.nagano-c.ed.jp/futaba/ 

に PTA・同窓会のサイトがあります。 

各支部の活動がご覧いただけます。 

 

http://www.nagano-c.ed.jp/futaba/

